
 

 

令和 7年 3月 31 日 

 

 

「田辺圏域医療と介護の連携を進める会」 

第 99 回（通算第 178回）定例会 会議録 

 

◆日 時：令和 7年 3月 18 日（火） PM7：08～8：35  

◆場 所：田辺市医師会館 ３F 大講堂 

◆出席者：  24 名 ＋オンライン 3名  

別紙のとおり 

 

 

 

１．「田辺圏域医療と介護の連携を進める会」定例会について 

 【19：08～20：35】 

 

19：08～       開 会              

 

 

 

19：08～20：10   研修「和歌山での３年間を振り返って」 

                  講師：和歌山県長寿社会課 遠藤 傑課長 

             

 

20：10～20：35   質疑応答・意見交換 

 

 

20：35         閉 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【研修内容】     

 

【次回の定例会】 
→以下の日程で実施する。 

日時：令和 7 年 4 月 15 日（火） 午後７時～  

   場所：田辺市医師会館 ３F 大講堂 

   内容：未定 

〇３年間の主な取り組み 
・市町村支援 

① 市町村への伴走型支援（短期集中予防サービス。生活支援体制整備事業等） 

② 地域リハビリテーション支援体制の構築 

・事業所支援 

① 人材確保 

 ハローワークとの連携強化（出張セミナー・職場見学のあんない など） 

 外国人介護人材の定着促進（日本語学習。資格取得支援 等） 

② 生産性向上 

 生産性向上総合相談センターの創設（事業所への伴洲男支援 等） 

 介護ロボット・ICT 導入支援 

〇今後の課題 

① 中山間地域へのサービス維持 

 →資格取得から就労までの切れ目ない支援 

② 小中学生へのアプローチ 

 →中学生への職業教育、多世代交流イベント 

③ 在宅医療・介護連携 

 →急変時対応・看取り時の情報共有 

〇和歌山での３年間で学んだこと 

① 連携は「規範的統合」と「小さな成功体験」 

② 「外の仲間づくり」「横のつながり」が大切 

③ 「好事例の横展開」はむずかしい 

④ 地域づくりは「きっかけ」づくり 

⑤ データは使い方が重要 

 


